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神奈川県インディアカ協会創立 20 周年 

 

 会長 長谷川 忠信 

 神奈川県インディアカ協会が創立 20 周年を迎えること

ができました。 

ここに至るまでには、NPO 法人神奈川レクリエーション

協会並びに県下各都市のインディアカ協会の皆さまのご

指導、ご協力があったことを深く感謝申し上げます。 

多くのインディアカ仲間、そして県下各協会の役員はも

とより、協会所属の会員のみなさまなくして今日のように

二昔を迎えることはできませんでした。 

 創立を迎えるまで、県下各都市の代表者が何回か会合を

重ね、当協会の会則や県大会開催要項などを話し合いまし

た。レクリエーションの一つとして『みんなのスポーツ』

インディアカをどのように県民に楽しんでいただけるか

を模索してきました。県内では、市民大会、県民大会など

が開かれ、県外では、関東甲信越ブロック大会、全国大会、

そして上部組織の世界大会も開かれ参加もしてきました。

このように、今では親善交流的な大会及びチャンピオンを

めざす大会が設けられています。インディアカに関心を持

っていただくようにインディアカ界が推進しています。 

神奈川県インディアカ協会の主催として現在、親睦的な

フェスティバル大会及び競技的な総合大会を開いていま

す。一方長年の懸案だった隣接する静岡県との交流も過去

2回行われ、昨年度は神奈川県で交流大会を行いました。 

これからも、インディアカ仲間を増やし、だれでも楽し

める、創立当時の気持ちを大切にして『みんなのスポーツ』

の輪を広げていきたいと思います。 

今後とも、関係者の皆様の変わらぬご指導、ご鞭撻をい

ただくようお願いし、会員のご活躍を祈念します。 

 

創立 20 周年記念式典 

 

平成 25 年 11 月 30 日（土）、茅ヶ崎市文化会館「CHISOU」

において、神奈川県創立20周年記念式典を開催しました。 

篠崎神奈川県レクリエーション協会副会長はじめ、冨澤

小田原市インディアカ協会会長、石田秦野市インディアカ

協会会長、加賀美、間中県インディアカ協会両顧問をご来

賓にお迎えし、県内各協会から多数ご参加いただき、50

名を超える人数で、盛大に式典・祝賀会を開くことができ

ました。 

会長の長谷川から、ご挨拶と県協会 20 周年の歩みをご

紹介させていただき、篠崎様から、お祝いのお言葉をいた

だきました。 

式典終了後は、祝賀会を開催。ご参加いただいた皆様で

ご歓談いただくとともに、BINGO ゲームなど楽しいひと時

を過ごすことが来ました。 

また、20 周年にあたり募集させていただいた、平成 24

年の第 35 回関東甲信越ブロック大会神奈川県で開催した

際に用いたマスコットキャラクターの命名式を行いまし

た。 

マスコットキャラクターの作者、横須賀協会富士見イン

ディアカクラブの小熊博雄さんをご紹介をさせていただ

いた後、キャラクター名の発表。 

県協会理事会で、応募作品の中から、討議に討議を重ね、

『カナディー』に決定。名づけ親は、秦野市協会秦野ドリ

ームの近藤紀代子さんです。 

今回の広報誌のマスコットにさせていただきました。県

協会ともども、可愛がってください。 

30 周年に向け、更なる発展を目指します。 

か  な  が  わ 
『カナディー』 
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第 4 回インディアカワールドチャンピオン 

シップスに同行して 

 

理事 西村 しのぶ（小田原市協会） 

平成 25 年 7 月 23 日～27 日に第 4 回インディアカワー

ルドチャンピオンシップスがドイツで開催され、日本から

は、選手 34 名・審判員 4 名・応援 4 名・役員 3 名・通訳

1 名の総勢 46 名が参加した。 

22 日、一行は一路フランクフルトへ。開催地のビーテ

ィッヒハイムビッシンゲンには、11 時間 45 分のフライト

後、バスで 3 時間移動し到着。時差は-7 時間で夕方到着で

もかなり暑かった。 

ホテルに着くと直ぐに、国際協会(IIA)の理事会に出席の

為、役員のみホテルを出た。TAXI に乗り込み、石畳の道

をゆっくり進んだ。町は緑が多く、家々には沢山の花が飾

られてあった。小さな橋を渡り、人混みの中をのろのろと

進むと、急に TAXI は停まった。なんと！そこは、歩いて

行かれる距離だった。私達は謝り、女性ドライバーの笑顔

に救われた。会議場所に人はおらず、結局、理事会は夕食

後に変更となった。ホテルのレストランの一角を借り、コ

ーヒー一杯で夜中まで情報の共有化がされ、初日からハー

ドスケジュールとなった。 

23 日、其々競技会場へ。会場はアイスホッケー用の施設

で、冷房完備で快適だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技会場の「Ege Trans Arena」 

 

役員と審判員は Referee meeting(審判技術委員会)へ。そ

こでは、ルールや公式記録用紙への記入方法を確認した。

その後、総会に出席の為、役員のみ会場を後にした。この

大会に私は応援団長として参加した。選手への応援は勿論

だが、IIA の総会に出席するのが、最大の任務だった。総

会では、規約の改定や役員改選があり、日本の 1 票が手中

にあり重責を感じた。投票の結果、JIA 押塚会長は IIA 副

会長、瀬戸指導技術委員会長は IIA 競技委員に、次期(1 期

2 年)も留任となった。総会終盤「2015 年の第 4 回ワール

ドカップ」の開催が満場一致で日本に決定した。貴重な経

験をさせて頂いた。 

 総会後、私はホテルに戻り、スーツから着物に着替え

開会式広場へ向かった。各国の選手は、開会式が行われる

広場まで競技会場からパレードが繰り広げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本選手団のパレード 

（着物姿が西村理事） 

 

町のあちこちに大会旗が掲げられ、町中がお祭り騒ぎ。地

元の中高生の生バンドで入場。観客の多さに驚いた。流石、

インディアカ発祥の地、人々に愛されているスポーツであ

るのを感じ、羨ましくもあった。 

開会式後、歓迎パーティへ。そこには、美味しい料理と

様々な飲み物が大量に用意されあった。約 400 人はいただ

ろうか。其々に親睦を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歓迎パーティ 

 

24 日、いよいよ予選開始。参加国は、ドイツ、エスト

ニア、スイス、ルクセンブルク、ベルギー、ポーランド、

日本の 7 か国。会場には 4 コート設置されてあった。試合

は、朝 9 時から午後 8 時の最終試合開始まで、 1 時間に
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1 試合、1 コート 12 試合が、4 コートで行われた。各国の

選手の羨ましい程の体格の良さやスピードとパワーには、

目を見張るものがあった。コートは日本の競技規則より広

く、ネットも高い。又、コートに入る選手は 5 人。様々な

不慣れな状況の中、日本の選手の皆さんは、一生懸命試合

に臨んでいた。予選は 26 日まで続き、準決勝には Mixed 

Open(日本でいう男女混合)と Mixed40+(同シニア男女混

合)が進出。両チーム共に日本らしい粘りの試合だった。

そして、Mixed Open が見事 3 位になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Men Open  ベルギー VS 日本 

 

27 日、決勝は各国の試合を応援した。表彰式、閉会式を

経てさよならパーティへ。会場は、森の中。選手も役員も、

お互いの健闘を称え、別れを惜しんだ。ドイツビールを飲

みながら、2 年後の日本での再会を約束し、夜は更けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本チーム表彰式 

 

28 日、ハインツ IIA 前会長が住むライヒェルトシャウ

ゼンへバスで移動。新築の体育館で「日独親善大会」を開

いて下さった。長谷川 KIA 会長も私もここでは選手。ユ

ニフォームに着替え、試合に出させて頂いた。ドイツの選

手の皆さんは、勝った時は静かに喜び、負けた時は相手を

称える。素晴らしい精神が根付いており、皆さんが礼儀正

しかった。 

お別れパーティでは、ハインツ前会長の奏でるアコーデ

ィオンに合わせ、皆で唄って踊った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハインツ IIA 前会長と 

 

JIA で使用している曲が、ハインツ前会長と押塚会長の合

作だという貴重な話も聞けた。パーティの終わりに、ハイ

ンツ前会長が唄われた「Gute Nacht」(もう、おやすみ)

が、とても心地良く、今でも脳裏に焼き付いている。 

29～30 日ミュンヘン市街を観光。31 日参加者全員が無

事に帰国した。 

 

 

 

加藤努さん 『神奈川県レクリエーション協会 

活動普及振興功労者』表彰を受ける 

 

横須賀インディアカ協会会長 

であり、県協会副理事長である 

加藤 努さんが、インディアカ 

をはじめ、長年のレクリエーシ 

ョン活動にご尽力され、このた 

び神奈川県レクリエーション協 

会から、『神奈川県レクリエー 

ション協会活動普及振興功労者』 

表彰を受けました。 

県協会では、5 人目の表彰です。また、平成 22 年には、

横須賀インディアカ協会が『日本インディアカ協会創立 30

周年記念 優良団体』の表彰を受けています。 

加藤さんの今後のますますのご活躍を祈念いたします。。 
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第 21 回 神奈川県総合大会開催 

 

平成 25 年 10 月 20 日（日）、横須賀市南体育館におい

て、県協会創立 20 周年記念大会を兼ねて神奈川県インデ

ィアカ総合大会が開催されました。 

男子 5 チーム（横須賀 1、茅ヶ崎 2、秦野 2）、女子 5

チーム（横須賀 4、茅ヶ崎 1）、男女混合 7 チーム（横須

賀 4、鎌倉 1、秦野 2）、シニア女子 5 チーム（横須賀 1、

茅ヶ崎 4）、シニア男女混合 5チーム（横須賀 1、茅ヶ崎 3、

鎌倉 1）の合計 27 チームが参加。 

今年度は、平成 26 年 12 月 21 日（日）に茅ヶ崎市総合

体育館で開催します。ふるってご参加ください。 

 

【試合結果】 

 男子 女子 

優勝 アンチェイン （茅ヶ崎） バイオレット （横須賀） 

準優勝 松浪ＩＣ   （茅ヶ崎） 葉山     （横須賀） 

３位 ラディッツＡ  （秦野） 汐見台    （横須賀） 

４位 富士見    （横須賀） Red Hanet’z  （横須賀） 

 

 男女混合 

優勝 Ｇ．ｃｏｍ  （横須賀） 

準優勝 腰越ＩＣ   （鎌 倉） 

３位 三春シーガルズ（横須賀） 

４位 マリン    （横須賀） 

 

 シニア女子 シニア男女混合 

優勝 フレンドリー （茅ヶ崎） フレンドリー （茅ヶ崎） 

準優勝 
フレンドリーピンク 

（茅ヶ崎） 
葉山Ａ    （横須賀） 

３位 梅田フレンズ （茅ヶ崎） チェリーズ  （茅ヶ崎） 

４位 くろふね   （横須賀） 松浪ＩＣ   （茅ヶ崎） 

 

 

2013 年度神奈川県インディアカフェスティバル

兼静岡県交流大会 

 

平成 26 年 2月 23 日（日）、小田原市西湘地区体育セン

ターで開催。今年は、静岡県のチームを招き、交流大会を

兼ねて実施しました。 静岡県からは、富士市・御殿場市

を中心に、11 チーム参加いただきました。神奈川県からも

31 チームが参加、男子・女子・男女混合・シニア女子・シ

ニア男女混合の 5種目で、はつらつプレーが繰り広げられ

ました。いつもとは違ったチームとの試合を行い、新たな

刺激を得た一日でした。 また、この大会を契機に、各地

区協会でも静岡県からの参加をいただきました。今後も交

流大会を実施していければと思います。 

 

 

神奈川県インディアカ協会 平成 26 年度 

事業計画概要 

 

4/05 ; 平成 26 年度総会 

5/10 ; 理事会（第 2回） 

6/08 ; C 級審判員認定講習会 （茅ヶ崎市総合体育館） 

21 ; 全日本ジャパントーナメント大会 

（東京都体育館） 

22 ; ジャパンフレンドシップ大会 （東京都体育館） 

7/12 ; 理事会（第 3回） 

9/06 ; 理事会（第 4回） 

14; かながわスポレクフェスティバル 

 （県立体育センター 藤沢市善行） 

10/03-06 

；ねんりんピック     （栃木県宇都宮市） 

11/08 ；理事会（第 5回） 

09 ；第 37 回関東甲信越ブロック大会 

（千葉県船橋市） 

24 ; 全日本シニア大会    （茨城県ひたちなか市） 

12/06；理事会（第 6回） 

21 ；第 22 回県総合大会   (茅ヶ崎市総合体育館) 

 

平成 27 年 

2/07 ; 理事会（第 7回） 

3/08 ; 2015 県インディアカフェスティバル 

（小田原市西湘地区体育センター） 

 

【編集後記】 

昨年は、神奈川県インディアカ協会創立 20 周年を迎

え、盛大に記念式典を行うことができました。会長の言

葉にあるように、皆さんがあって継続できました。新た

な 10 年へ向けて、インディアカの普及活動等続けていき

ますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

   神奈川県インディアカ協会広報担当 


